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１．用語の定義 

室 用語の定義 

調理室 

・給排水設備と接続された台所流しを有すること 
・ガス栓と接続されたガスコンロ、電気コンセントに接続されたＩＨクッキングヒーター又はガス栓又はＩＨクッキングヒーターの用に

供する電気コンセントが設置されており、ガスコンロ又はＩＨクッキングヒーターを容易に設置・接続可能なこんろ台を有すること 
 
※上記を満たしているミニキッチンの設置工事は、リフォーム後にミニキッチン以外の一般的なキッチンを有する調理室が別にある場合

に限り、補助対象とする。 
※ミニキッチンとは、原則として現場で組み立て等が不要で、当該既製ユニットの間口がおおむね 1,500mm 以下のものをいう。 
 

浴室 

・給排水設備及び給湯設備に接続された浴槽又はシャワーを有すること 
 
※浴室と便所とが一体となったものも補助対象とする。 
※浴槽のないシャワー専用浴室の設置工事は、リフォーム後に浴槽を有する浴室が別にある場合に限り、補助対象とする。 
 

便所 

・給排水設備に接続された大便器を有すること（洋式、和式は問わない。小便器のみは不可） 
 
※浴室と便所が一体となったものも補助対象とする。 
 

玄関 

・屋外から鍵のかけられる玄関扉を有し、土間（靴を着脱するスペース）を有すること 
 
※勝手口（調理室等にのみ接続するものや、車庫等に直接出入りするためのもの）は補助対象外とする。 
 

  



 

2 
 

２．補助率方式の場合の対象工事 

室 対象となる工事内容 考え方 

調理室 

・台所流しの設置工事 

・ガスこんろ若しくはＩＨクッキングヒーター又はこん

ろ台の設置工事 

・食器収納庫、食料品貯蔵庫の設置工事（増設する調理

室内又はこれに隣接して設置されたもの） 

・食器棚の設置工事 

・ビルトイン食器洗浄機の設置工事 

・給排水設備工事 

・ガス・電気工事 

・換気設備工事 

・照明設備工事 

・内装・下地工事 

・給湯器設置又は取替工事 

・その他工事 

【躯体工事、建具等の除却工事は含まない。】 

・食器棚は造り付け、又はシステムキッチン等に組み込まれている戸棚等とす

る。 

・設備に組み込まれていないガスコンロ、IH クッキングヒーターの設置は工事

ではないため対象外とする。 

・ＤＫやＬＤＫの場合は、照明設備工事、内装下地工事及びその他工事等に要

する費用については、面積案分により調理室に係る費用を算出。 

・内装・下地工事は、調理室と他を区切るための間仕切り壁設置工事や対面式

流し台のカウンター設置工事、コンロ台廻りの小壁等を含む。 

 

浴室 

・ユニットバス設置工事又は浴槽又はシャワー設備設置

工事 

・給排水設備工事 

・ガス・電気工事 

・換気設備工事（浴室乾燥、空調等も可） 

・照明設備工事 

・内装・下地工事 

・給湯器設置又は取替工事 

・浴室内の手洗い、タオル掛け、手すり等の設置工事 

・脱衣所の増設工事 

・その他工事 

【躯体工事、建具等の除却工事は含まない。】 

・浴室乾燥、空調等を有するものも可。 

・ジャグジー、ミストサウナ、浴室内テレビ、浴室内オーディオ等設置工事

は対象外。（ユニットバスの場合はその価格相当分を除く。） 

・内装・下地工事は、下地の補強、防水工事、タイル貼り、床下・天井・壁

点検口設置工事等に関する工事、浴室と他を区切るための間仕切り壁設置

工事等を含む。 

・脱衣所内の洗面設備設置工事、洗濯機に関する給排水設備工事は対象外。 

 

（参考）浴室・脱衣室の防水措置について、評価基準に適合する必要があ

る。 
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室 対象となる工事内容 考え方 

便所 

・便器設置工事 

・給排水設備工事 

・電気工事 

・換気設備工事 

・照明設備工事 

・内装・下地工事 

・便所内の手洗い、トイレットペーパーホルダー、タオル

掛け、手すり、収納等の設置工事 

・その他工事 

【躯体工事、建具等の除却工事は含まない。】 

・便器は給排水設備に接続されていること。 

・洗浄便座、暖房便座機能を有しているものも可。 

・和式、洋式の別は問わない。 

・小便器のみは対象外。 

・内装・下地工事には、便所と他を区切るための間仕切り壁設置工事等を含

む。 

 

 

 

 

 

玄関 

・玄関ドア設置工事 

・玄関土間敷設工事 

・開口部の躯体工事 

・電気工事 

・照明設備工事 

・内装・下地工事 

・上層階玄関等への外階段設置工事 

・下駄箱、インターホン、手すり等の設置工事 

・郵便受け設置工事 

・その他工事 

【開口部以外の躯体工事、建具等の除却工事は含まない。】

・下駄箱等は造り付けに限る。 

・開口部の躯体工事には、開口部を設ける（新たに玄関ドアを設置する）た

めの解体、除却工事を含む。 

・内装・下地工事には、窓設置工事、玄関と他を区切るための間仕切り壁設

置工事等を含む。 

・インターホンはリビング等に設置する親機も対象とする。 

・郵便受けは当該玄関に至るために通る門扉等に付属して設置される場合も

含む。 
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室 対象となる工事内容 考え方 

共通 

(調理室・浴室・

便所・玄関) 

― 

・給排水設備、ガス・電気、換気設備、照明設備工事等において必要となる

躯体、建具以外の除却、回復工事も対象とする。 

・給湯器取替工事は、調理室又は浴室の増設に伴い、給湯量を増加させるた

めに取り替える場合のみ対象とする。 

・照明工事は、天井灯、フットライト等に関する工事を対象とするが、住宅

に組み込まれない照明器具等の設置工事を除く。 

・その他工事は、窓設置工事、足場、養生工事等とする。 

・給排水、ガス・電気工事等について、既存の配管等の工事もあわせて行う

場合は、増設に係る費用を按分等より算出する。 
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３．工事種類ごとの補助工事単価と補助対象工事費の上限額 

工事内容 

①単価積上方式の場合 ②補助率方式の場合 

補助工事単価※１ 
一箇所あたりの 

補助対象工事費の上限額※２ 
備考 

調理室の増設工事 

ミニキッチン以外のキッ

チンを設置するもの 
６９０，０００円 １，５００，０００円 上限額には食器収納庫、食料品貯

蔵戸、食器棚、ビルトイン食器洗

浄機の設置工事は含まない。 
ミニキッチンを設置する

もの 
３００，０００円 ４３４，７００円

浴室の増設工事 

浴槽を設置し、給湯設備を設置

するもの 
６９０，０００円 １，４０６，０００円

上限額には脱衣所の増設工事は含

まない。 
浴槽を設置し、給湯設備を設置

しないもの 
６９０，０００円 ８３７，８００円

浴槽を設置しないもの 

（シャワーを設置するもの）
３９０，０００円 ５８９，３００円

便所の増設工事 ― ３００，０００円 ５３２，１００円 ― 

玄関の増設工事 

地上階に玄関を増設するもの 個別に確認 ６５５，３００円
上限額には郵便受け設置工事を含

まない。 地上階以外の階に玄関を増設

するもの 
個別に確認 １，２４４，５００円

※１ 表に示す補助工事単価を積み上げた額に補助率１／３を乗じて得た額が補助額。 
※２ 対象工事費の１／３が補助額。表に示す値は補助金額の上限額でないことに留意すること。 
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（参考）対象工事概要 

工事内容 
補助対象工事 

 工事種類ごとの補助上限額に含まれない工事 

調理室を増設す

る工事 

・台所流しの設置工事 

・常設のガスこんろ若しくはＩＨクッキングヒーター又はこんろ台の設置

工事 

・給排水設備工事、ガス・電気工事、換気設備工事、照明設備工事、内

装・下地工事、給湯器設置又は取替工事 

・その他工事 

・食器収納庫、食料品貯蔵庫の設置工事（増設する調

理室内又はこれに隣接して設置されたもの） 

・食器棚の設置工事 

・ビルトイン食器洗浄機の設置工事 

浴室を増設する

工事 

・ユニットバス又は浴槽又はシャワー設備設置工事 

・給排水設備工事、ガス・電気工事、換気設備工事、照明設備工事、内

装・下地工事、給湯器設置又は取替工事 

・浴室内の手洗い、タオル掛け、手すり等の設置工事 

・その他工事 

・脱衣所の増設工事 

便所を増設する

工事 

・便器設置工事 

・給排水設備工事、電気工事、換気設備工事、照明設備工事、内装・下地

工事 

・便所内の手洗い、トイレットペーパーホルダー、タオル掛け、手すり、

収納等の設置工事 

・その他工事 

― 

玄関を増設する

工事 

・玄関ドア、玄関土間敷設工事 

・開口部の躯体工事 

・電気工事、照明設備工事、内装・下地工事 

・上層階玄関等への外階段設置工事 

・下駄箱、インターホン、手すり等の設置工事 

・その他工事 

・郵便受け設置工事 

 


